
西
会
津
町
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
気

候
・
飯
豊
山
系
を
源
流
と
し
た
伏
流
水
の
使

用
・
肥
沃
な
土
壌
な
ど
、
稲
作
に
お
い
て
好
条

件
に
恵
ま
れ
、
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
良
食
味

米
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
西
会
津
の
お
米
が
な
ぜ
美
味

し
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
探
る
特
集
を
お
届
け

し
ま
す
。

土土
壌壌
診診診
断断断
事事事事事
業業業

　

高
食
味
値
米
を
産
出
し
て
い
る
水
田
の
土
壌

を
診
断
す
る
こ
と
で
、
食
味
値
の
高
い
米
を
生

産
で
き
る
水
田
を
増
や
し
、
西
会
津
産
米
の
知

名
度
向
上
と
消
費
拡
大
や
農
業
者
の
生
産
意
欲

向
上
を
図
る
た
め
、「
町
産
米
の
生
産
振
興
の

た
め
の
水
田
土
壌
診
断
事
業
」
を
令
和
６
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
35
地
点
、

本
年
度
は
23
地
点
の
水
田
か
ら
土
壌
を
採
取
し

分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

採
取
し
た
サ
ン
プ
ル
は
乾
燥
・
調
整
を
行

い
、
米
の
食
味
に
影
響
が
大
き
い
と
さ
れ
る

「
苦
土
」
も
含
め
、
19
項
目
で
分
析
し
て
い
ま

す
。
分
析
結
果
は
、
町
栽
培
指
導
専
門
員
の
コ

メ
ン
ト
を
添
え
て
、
サ
ン
プ
ル
を
提
供
し
て
も

ら
っ
た
農
家
・
農
業
法
人
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
、
今
後
の
栽
培
に
お
け
る
参
考
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
会会
津津津
一い
ちちち

ううううう
ままま
い
米

　
　
　

コ
ン
テテ
ス
トトト

　

西
会
津
産
米
の
知
名
度
向
上
の
た
め
、
町
で

は
平
成
26
年
か
ら
「
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
度
で
12
回

目
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
毎
年
多
く
の
生
産
者
か

ら
出
品
が
あ
り
、
農
家
・
農
業
法
人
の
皆
さ
ん

の
生
産
意
欲
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
米
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
合
わ

せ
、
玄
米
５
０
０
ｇ
を
投
入
す
る
こ
と
で
水
分

量
や
タ
ン
パ
ク
質
量
な
ど
を
も
と
に
食
味
値
を

測
定
す
る
食
味
分
析
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

自
身
が
栽
培
し
た
米
の
食
味
値
を
知
る
こ
と
に

よ
り
、
土
壌
の
改
良
や
今
後
の
栽
培
に
活
用
で

き
る
ほ
か
、
客
観
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
で
、

西
会
津
産
米
の
魅
力
を
町
内
外
の
皆
さ
ん
に
Ｐ

Ｒ
す
る
際
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

こここ
だだだ
わわわわ
りりりりりり
の
米米
づづ
くくく
りり

　

慣
行
栽
培
の
ほ
か
、
農
家
の
皆

さ
ん
自
身
の
選
択
に
よ
り
、
有
機

栽
培
・
減
農
薬
栽
培
・
ミ
ネ
ラ
ル

栽
培
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
農
法
で
、

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
人
と
環
境
に

優
し
い
米
作
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

西西西
会会会
津津
産産産産産
米米米米
のの
食
味味
値値値
推
移移

平
成
26
年
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
西
会
津
一
う
ま
い
米
コ
ン
テ
ス

ト
で
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
そ
の
他

の
品
種
を
合
わ
せ
て
68
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。
食
味
値
の
平
均

値
は
88
と
こ
れ
ま
で
の
コ
ン
テ
ス

ト
の
平
均
値
の
中
で
最
高
と
な
っ

て
い
ま
す
。
出
品
数
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
令
和
２
年
第
７
回
の

１
３
２
点
で
し
た
。（
左
記
参
照
）

国国国
際際際
ココ
ンンンン
ククク
ーー
ルル
の
開開開
催催

　

毎
年
、
米
・
食
味
鑑
定
士
協
会

が
実
施
し
て
い
る
「
米
・
食
味
分

析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」

が
令
和
９
年
度
に
は
会
津
地
方
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
国
各
地

か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
良
食
味
米
が

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、
審
査
員
に
よ

り
厳
正
に
審
査
さ
れ
、
金
賞
・
特

別
優
秀
賞
な
ど
を
選
出
し
ま
す
。

　

本
町
の
「
米
作
り
の
巨
匠
」
三

瓶
鐵
江
さ
ん
（
出
戸
）
を
は
じ
め
、

町
内
の
農
家
・
農
業
法
人
の
皆
さ

ん
も
毎
年
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

品
し
て
お
り
、
下
記
の
と
お
り
多

く
の
皆
さ
ん
が
、
金
賞
・
特
別
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

※
第
６
回
か
ら
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
部

門
」と「
こ
だ
わ
り
の
品
種
部
門
」

の
２
部
門
制
に
な
り
ま
し
た
。

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

国
際
大
会
で
の
入
賞
実
績

第
９
回
（
平
成
19
年
産
）

　

総
合
部
門　

特
別
優
秀
賞　

　
　
　
　

渡
部
栄
次
郎
（
出
戸
）

　

第
10
回
（
平
成
20
年
産
）

　

総
合
部
門　

特
別
優
秀
賞

　
　
　
　

三
瓶
鐵
江
（
出
戸
）

　
　
　
　

橋
谷
田
淳
（
２
町
内
）

　

第
11
回
（
平
成
21
年
産
）

　

総
合
部
門　

特
別
優
秀
賞

　
　
　
　

橋
谷
田
淳
（
２
町
内
）

　

第
13
回
（
平
成
23
年
産
）

　

国
際
総
合
部
門　

特
別
優
秀
賞

　
　
　
　

渡
部
栄
次
郎
（
出
戸
）

　

第
15
回
（
平
成
25
年
産
）

　

特
別
栽
培
部
門　

特
別
優
秀
賞

　
　
　
　

橋
谷
田
淳
（
２
町
内
）

　

第
16
回
（
平
成
26
年
産
）

　

国
際
総
合
部
門　

金
賞

　
　
　
　

三
瓶
鐵
江
（
出
戸
）

　

第
19
回
（
平
成
29
年
産
）

　

国
際
総
合
部
門　

特
別
優
秀
賞

　
　
　
　

伊
藤
進
也
（
牧
）

　

第
21
回
（
令
和
元
年
産
）

　

都
道
府
県
選
抜
代
表
お
米
選
手
権

　
　

金
賞　

三
留
栄
一
（
青
坂
）

　

第
23
回
（
令
和
３
年
産
）

　

国
際
総
合
部
門　

金
賞

　
　
　
　

三
瓶
鐵
江
（
出
戸
）

　

都
道
府
県
代
表
お
米
選
手
権

　

特
別
優
秀
賞

　
　
　
　

橋
谷
田
淳
（
２
町
内
）

　

第
24
回
（
令
和
４
年
産
）

　

国
際
総
合
部
門　

金
賞　

　
　
　
　

三
瓶
鐵
江
（
出
戸
）

問
い
合
わ
せ
先

農
林
振
興
課　

農
政
係

　
　
　
　

☎
４
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西会津一うまい米コンテストの平均食味値
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